
　関税局・税関は、水際での法執行を通じて、安全・安心な社会の実

現や健全な貿易の発展を目指しております。これらの取組には、皆様

のご理解とご協力が必要と考えており、関税局・税関では、ホームペー

ジやパンフレットなどの刊行物、税関教室などを利用した広報活動を

展開しているところです。

 

　令和4（2022）年、税関が発足してから150周年を迎えました。関税局・

税関では、150 周年という大きな節目の機会に、これまで税関が歩ん

できた歴史や果たしてきた役割などを振り返るとともに、普段、税関

に接する機会の少ない方々にも税関の役割や取組を知っていただく契

機とすべく、様々な周年事業に取り組んでまいりました。

　本誌も、こうした 150 周年事業の一環として編纂したもので、税関

の歴史を列挙するだけではなく、皆様により税関に興味を持っていた

だくとともに、税関に対する理解を深めていただけるような内容とす

るよう努めました。

 

　税関は中長期ビジョンとして「スマート税関構想」を掲げ、その実

現に向けて取り組んでいます。本誌が、多くの皆様の目に触れ、税関

をより身近なものと感じていただくとともに、こうした将来に向けた

取組も含め、税関行政に対してご理解とご協力を賜れれば幸いです。

 

　最後に、本誌の編纂にあたり、ご協力いただきました多くの方々に

改めて感謝の意を表します。

 

　　　令和 5年 4月

￼ 　　　　　　　

　　　　                       　財務省関税局長
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